
近
衛
家
に
お
け
る
蘇
輯

の
詩
文

近
衛
家
に
お
け
る
蘇
載
の
詩
文

松

尾

肇

子

近
衛
家
は
五
摂
家
筆
頭

の
名
門
で
、
歴
代
当
主
は
朝
廷
官
職
の
最
高
位
に
上
る

こ
と
が
当
然
で
あ
り
、
朝
廷
儀
式
な
ど

に
関
す
る
記
録
を
代
々
伝
え
遺
す
こ
と
を

家
憲
と
し
た
。
ま
た
勉
学
に
励
み
、
善
本
を
収
集
し
、
他
家
の
書
籍
を
借
り
て
写

し
た
。
そ
の
結
果
、
文
化
の
庇
護
者
と
な
る
と
と
も
に
、
各
時
代
に
和
漢
の
学
、

お
よ
び
書
を
は
じ
め
と
す
る
諸
芸
に
優

れ
た
人
物
を
生
み
出
し
た
。
歴
代
当
主
が

和
歌
を
は
じ
め
と
す
る
本
朝
文
化

の
精
華
を
体
現
し
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ

る
が
、
漢
文
の
素
養
に
も
浅
か
ら
ぬ
も

の
が
あ

っ
た
。
も

っ
と
も
そ
の
対
象
に
は

変
化
が
あ
る
。
『
文
選
』

に
代
表
さ
れ
る
六
朝
の
美
文
や
白
居
易
を
筆
頭
と
す
る

唐
詩
を
尊
重
す
る
時
代
が
長
か

っ
た
公
家
も
、
鎌
倉

・
室
町
時
代
五
山
禅
林
の
風

潮
を
承
け
、
『古
文
真
宝
』
や

『三
体
詩
』、
蘇
輯

(字
は
子
謄
、
号
は
東
披
居
士
)

や
黄
庭
堅

(字
は
魯
直
、
号
は
山
谷
道
人
)
ら
宋
詩
を
学
ん
だ
。
こ
と
に
蘇
輯
は
、

『
正
法
眼
蔵
』
第
二
五

「渓
声
山
色
」

に
、

大
宋
国
に
東
披
居
士
蘇
輯
と
あ
り
し
は
、
字
は
子
謄
と
い
ふ
。
筆
海
の
真
龍

な
り
ぬ
べ
し
、
仏
海
の
龍
象
を
学

す
。
重
淵
に
も
游
泳
す
、
曾
雲
に
も
昇
降

す
、

と
記
さ
れ
た
よ
う
に
、
禅
林
で
は
格
別
の
尊
崇
を
受
け
た
。
蘇
輯
を
い
か
に
受
容

し
消
化
し
た
の
か
は
、
日
本
に
お
け
る
中
国
古
典
受
容

の

一
面
と
し
て
決
し
て
小

さ
く
は
な
い
問
題
で
あ
ろ
う
。
筆
者
に
は
そ
の
全
体
像
を
描
く
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
本
稿
で
は
公
家
を
代
表
す
る
近
衛
家
歴
代
の
営
み
の
中
で
収
集
さ
れ
た
蘇
輯

の
詩
文
集
を
紹
介
し
、
近
衛
家
に
お
け

る
漢
学
お
よ
び
蘇
輯
受
容
の
実
際
を
紹
介

し

た

い

。
一
、
近
衛
家
所
蔵
蘇
輯
詩
集

・
文
集
の
書
誌

資
料
収
集
に
努
力
し
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
保
存
に
も
力
を
尽
し
た
近
衛
家

で

は
あ
る
が
、
明
治
維
新
時
に
は
混
乱
が
あ

っ
た
。
東
京

へ
の
移
住
に
際
し
て
、
最

善

の
蔵
書
は
東
京

へ
運
ば
れ
て
学
習
院
に
寄
託
さ
れ
、
そ
の
他
は
京
都

の
数
箇
所

に
預
け
ら
れ
た
。
そ
の
後
明
治
三
〇

(
一
八
九
七
)
年
、
京
都
に
残
さ
れ
た
も
の

は
京
都
帝
国
大
学
図
書
館
に
ま
と
め
て
寄
託
さ
れ
た
。
更
に
、
昭
和

=
二

(
一
九

三
八
)
年
、
現
在
地
の
京
都
市
宇
多
野
に
書
庫
を
建
設
し
て
、
東
京
と
京
都
に
分

置
し
て
い
た
蔵
書
を
収
納
し
、
財
団
法
人
陽
明
文
庫
と
し
て
現
在
に
到
る
。
但
し
、

京
都
大
学

へ
の
寄
託
を
解
除
し
た
際
、

一
部
を
京
都
大
学

へ
寄
贈
し
た
。
従

っ
て
、

近
衛
家
蔵
書
の
江
戸
時
代
以
前
の
姿
を
う
か
が
う
に
は
、
陽
明
文
庫
と
京
都
大
学

付
属
図
書
館
収
蔵
書
と
を
合
わ
せ
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
二
館
に
は
、
蘇

輯

の
詩
集
三
本
お
よ
び
文
集
二
本
が
収
蔵
さ
れ
る
。
以
下
、
時
代
順
に
こ
れ
ら
の

書
誌
情
報
を
記
載
し
、
さ
ら
に
関
連
の
四
本
を
紹
介
す
る
。

(
一
)
王
状
元
集
百
家
註
分
類
東
披
先
生
詩
二
五
巻

宋

・
蘇
輯
撰
、
宋

・
王
十

朋
纂
集
、
宋

・
劉
辰
翁
批
点

(陽
明
文
庫
蔵

一
〇
冊
)

覆
刻
元
版
五
山
版
、
元
版
通
修
本
。
第

一
～
三
冊
お
よ
び
第
八
～

一
〇
冊
は
五
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山
版
。
第
四
冊

(巻
九

・
一
〇
)
第
五
冊

(巻

一
一
・
一
二
)
は
同
版
後
印
本
を

補
配
。
第
六
冊

(巻

=
二
・
一
四
)
は
別
種
同
版
後
印
本
を
補
配
。
第
七
冊

(巻

一
五

・
一
六
)

は
元
版
を
補
配
、
総
裏
打
ち
。
全
冊
に
、
京
都
大
学
寄
託
時

の
外

表
紙
を
付
す
。

三
種

の
五
山
版
は
す
べ
て
同
版

で
、
左
右
双
辺

(
一
九

・
八
x

一
二

・
八

セ
ン

チ
)
、
有
界
、
毎
半
葉

=

行
、
毎
行

一
九
字
、
注
双
行
二
五
字
。
版
心
は
線
黒

口
、
双
魚
尾
。
第
六
冊
は
楮
紙
を
、
他

の
冊
は
薄
様
の
和
紙
を
使
用
す
る
。
元

・

建
安
の
熊
氏
本
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
七
冊
補
配
の
元
版
は
、
「増
刊
校
正
王
状
元
集
註
分
類
東
披
先
生
詩
」
と
し
、

四
周
双
辺

(
一
九

・
八

×

一
二

・
四
セ
ン
チ
)
、
有
界
、
毎
半
葉

一
二
行
、
毎
行

二

一
字
、
注
は
双
行
二
六
字
。
福
建

の
出
版
中
心
地
で
あ

っ
た
建
安
刊
本

の
字
様

で
彫
ら
れ
て
お
り
、
刷
り
は
良
い
。
版
式
か
ら
、
元

・
盧
陵
の
某
氏
書
堂
本

で
あ

ろ
.㌘表
紙

(二
六

・
○

×

一
六

・
五
セ
ン
チ
)
は
紺
色
、
四
針
眼
。
表
紙
裏
打
ち
に

古
活
字
本

「論
語
集
解
」
が
用
い
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、

一
七
世
紀
初
め
の
改

装
と
思
わ
れ
る
。
題
箋
に
は

「
東
披
先
生
詩

幾
之
幾
」
と
墨
書
。
各
冊
首
葉

に

「
近
衛
蔵
」
の
朱
文
長
方
印
、
及
び
明
治
時
代
学
習
院

に
預
け
ら
れ
た
時
に
押
さ

れ
た

「
陽
/
明
/
蔵
」
の
朱
文
方
印
が
あ
る
。

朱
の
断
句

・
朱
引
き
、
墨

の
訓
点

・
書
入
れ
は
、
版
毎
に
異
な
り
、
第

一
～
三

冊
、
第
八
～

一
〇
冊
の
五
山
版
に
は
、

ま
れ
に
朱
で
校
字
が
書
き
入
れ
ら
れ
、
墨

で
書
入
れ
が
施
さ
れ
て
い
る
。
墨
の
書
入
れ
の
字
体
は
二
種
あ
る
。

「
種
は
や
や

大
ぶ
り
の
字

で
、
各
詩
題
の
上
に
製
作
年
を
施
す
ほ
か
、
出
典
を
示
す
。
右
肩
下

が
り
の
小
ぶ
り
の
字

は
、
抄
物
を
含
む
書
入
れ
で
あ
る
。
小
字
の
書
入
れ
は
、
第

二
冊
と
第
九
冊

で
は
ほ
ぼ
全
冊
に
わ
た
り
、
他

の
冊
で
は
疎
密
が
あ
る
。
ま
た
、

巻
四
末
葉
に

「天
正
十
三
年

内
大
臣

信
輔
」
、
巻
六
末
葉
に

「天
正
十
三
年
」

の
識
語
が
、
巻
五
巻
首

に
花
押
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
第

一
七
代
当
主
近
衛
信
サ
に

よ
る
。
彼
に
つ
い
て
は
次
章
で
紹
介
す

る
。
後
印
補
配
の
第
四

・
五
冊
と
別
種
の

第
六
冊
に
も
書
入
れ
は
あ
る
が
、
そ
れ

ぞ
れ
別
筆
で
あ
る
。
第
七
冊
の
元
版
の
書

近
衛
家
に
お
け
る
蘇
転
の
詩
文

入
れ
は
ご
く
ま
れ
で
、
校
字
、
付
訓
、
朱
引
き
、
注
文
に
朱
の
断
句
が
あ
る
。
上

記
の
情
況
か
ら
、
五
山
版

・
二
種

の
別
本
五
山
版

・
元
版
は
、
書
入
れ
が
施
さ
れ

た
の
ち
、

一
組
に
組
み
合
わ
さ
れ
て
改
装
さ
れ
た
と
推
定
で
き
る
。

(
二
)
東
披
先
生
詩
二
五
巻

宋

・
蘇
輯
撰

(陽
明
文
庫
蔵

=
二
冊
)

慶
長
年
間

(
一
五
九
六
～

一
六

一
五
年
)
の
砂
本
。
分
類
本
東
披
詩

の
本
文
の

み
収
録
す
る
。
字
高
約
二
一二
・
○
×

一
六

・
五
セ
ン
チ
。
毎
半
葉

一
〇
行
毎
行
二

〇
字
。
香
色
表
紙

(二
六

・
七

×
二
〇

・
九
セ
ン
チ
)
の
題
箋
に
は

「蘇
東
披
詩

幾
之
幾
」
と
書
写
、
四
針
眼
。
各
冊
首
葉

に

「
近
衛
蔵
」
の
朱
文
長
方
印
、
及

び
明
治
時
代
の

「陽
/
明
/
蔵
」
の
朱
文
方
印
が
あ
る
。
書
根
に
は

「
雪
/
堂
」

の
墨
記
あ
り
。

朱
の
断
句

・
朱
引
き
が
巻
七
ま
で
付
さ
れ
る
。
但
し
、
巻

一
の

「太
白
山
下
早

行
至
横
渠
鎮
」
か
ら

「准
河
早
発
」
ま
で
、
巻
二
巻
頭
か
ら

「度
州
八
境
図
八
首
」

ま
で
、
巻
三
、
巻
七

「和
田
国
博
喜
雪
」
以
後
巻
末
ま
で
は
な
い
。
巻
四
～
六
は

全
冊
に
施
さ
れ
る
。
墨
の
片
仮
名
に
よ
る
付
訓

(送
り
仮
名

・
読
み
仮
名
)

・
返

点
は
全
冊
に
わ
た
り
、
巻

一
五

「
将
之
湖
州
戯
送
幸
老
」
第
四
句
か
ら
巻

一
五
末

ま
で
を
欠
く
の
み
。
第

一
冊
後
ろ
見
返
し
に

「湯
温
谷
似
而
芸
公
与

一
校
了

(湯

温
谷
に
て
芸
公
と

一
校
し
お
わ
ん
ぬ
)」
、
第
三
冊
巻
五
末
に

「干
時
寛
正
三
年
仲

春
十

一
日
於
徳
芳
軒
下
書
之
」
、
以
下
各
巻
ご
と
に
同
種
の
原
奥
書
が
続
き
、
第

一
〇
冊
巻
二
〇
末
の

「干
時
寛
正
三
年
壬
午
九
月
十
五
日
書
徳
芳
軒
了
」

に
終
わ

る
。
寛
正
三
年
は

一
四
六
二
年
室
町
将
軍
足
利
義
政
の
時
代

で
あ
り
、
墨
の
付
訓

は
五
山
僧
の
訓
読
を
伝
え
る
。

(三
)
東
披
先
生
全
集
七
五
巻

宋

・
蘇
輯
撰
、
明

・
陳
仁
錫
評

(京
都
大
学
付

属
図
書
館
蔵

四
八
冊
)

明
版
。
左
右
双
辺

(
一
九

・
九
×

一
四

・
一
セ
ン
チ
)、
本
文
毎
半
葉

一
〇
行
、

毎
行

一
九
字
。
序
毎
半
葉
五
行
、
毎
行
九
字
。
有
界
。
版
心
は
白
口
、
「
東
披
全

集
」

の
書
名
お
よ
び
巻
数

・
丁
数
を
記
す
。
封
面
に

「
陳
明
卿
太
史
訂
正
/
蘇
文

一31一



近
衛
家
に
お
け
る
蘇
載
の
詩
文

忠
公
全
集
/
金
閻
寳
翰
縷
蔵
版
」
と
記
す
。
版
式
は
明
末
の
文
盛
堂
刊
本
と
同
じ
。

宝
翰
楼
は
、
明
末
清
初
呉
郡

の
人
で
あ
る
尤
雲
鴉
の
書
斎
名

で
あ
り
、
『
東
披
先

生
詩
集
注
』
三
二
巻
も
刊
行
し
た
。

黄
土
色
の
表
紙

(
二
六

・
O
x

一
六

・
七

セ
ン
チ
)
に
は
、
「東
披
全
集

幾

之
幾
」
と
打
付
け
が
き
し
、
藍
色
の
紙
を
角
布
と
し
て
用
い
る
。
四
針
眼
。
さ
ら

に
、
京
都
大
学
で
あ

つ
ら
え
た
鉄
色
布
張
り
の
五
秩
に
収
納
す
る
。

こ
こ
に
紹
介

す
る
京
都
大
学
付
属
図
書
館
所
蔵
の
三
本
は
い
ず
れ
も
同
様
の
秩
に
納
め
ら
れ
て

い
る
。
以
下
は
省
略
す
る
。

各
冊
首
葉

に

「
陽
/
明
/
蔵
」
の
白
文
方
印
、
明
治
時
代
の

「陽
/
明
/
蔵
」

の
朱
文
方
印
、
京
都
大
学
収
蔵
時
の

「京
都
/
大
学
圖
/
書
之
印
」
「
近
衛
本
」

の
朱
文
方
印
が
あ
る
。
白
文
方
印
の
陽
明
蔵
印
に
よ
り
、
第
二

一
代
当
主
近
衛
家

煕
の
収
蔵
と
推
定
で
き
る
。
巻

一
の

「湖
瀕
堆
賦
」
に
朱
の
断
句
。
そ
の
外

に
書

入
れ
等
は
無
い
。
本
書
は

(
一
)
(
二
)

の
二
本
が
詩
集
で
あ
る
の
と
異
な
り
、

文
集

で
あ
る
。

(四
)
東
披
集
選
五
〇
巻
年
譜

一
巻
外
紀
二
巻
外
紀
逸
編

一
巻
集
鯨

一
巻

宋

・

蘇
輯
撰
、
明

・
陳
継
儒
編
、
明

・
陳
夢

梶
選
、
年
譜
宋

・
王
宗
稜
撰
、
外
紀
明

・

王
世
貞
撰
、
外
紀
逸
編
明

・
壕
之
瑛
編
、
集
鯨
明

・
播
允
宜
編

(京
都
大
学
付
属

図
書
館
蔵

一
六
冊
)

明
版
。
四
周
単
辺

(
二

一
・
五
×

=
二
・
五
セ
ン
チ
)、
本
文
毎
半
葉
九
行
、

毎
行

一
九
字
、
序
毎
半
葉
五
行
、
毎
行

一
二
字
。
有
界
。
版
心
は
白
口
、
白
魚
尾
、

書
名
、
巻
数
、
丁
数
を
記
す
。
巻
二

一
か
ら
巻
二
五
ま
で
に
乱
丁
が
見
ら
れ
る
。

第

一
冊
の
香
色
表
紙

(二
七

・
六

×

一
六

・
六
セ
ン
チ
)
に
は

「東
披
集
選

年
譜
」、
第
三
冊
以
下
は

「
東
披
集
選

幾
之
幾
」
と
打
付
け
書
き
。
第
二
冊
の

表
紙
は
失
わ
れ
て
い
る
。
四
針
眼
。
各
冊
首
葉
に
明
治
時
代
の

「陽
/
明
/
蔵
」

の
朱
文
方
印

(但
し

一
部
は
見
返
し

に
押
印
)
、
京
都
大
学
収
蔵
時
の

「
京
都
/

大
学
圖
/
書
之
印
」
「
近
衛
本
」
の
朱
文
方
印
が
あ
る
。

巻

一
二
ま
で
、
朱
の
断
句

・
朱
引
き
が
断
続
的
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、

巻
四
三
以
下
集
鯨
末
ま
で
、
数
葉
を
除
き
朱
の
断
句

・
朱
引
き
。

(五
)
東
披
先
生
詩
集
三
二
巻
年
譜

一
巻

宋

・
蘇
輯
撰
、
宋

・
王
十
朋
編
、
明

・

陳
仁
錫
評
、
年
譜
宋

・
王
宗
稜
撰

(京
都
大
学
付
属
図
書
館
蔵

二
〇
冊
)

日
本

の
明
暦
三

(
一
六
五
七
)
年
、
林
和
泉
探
松
柏
堂
時
元
印
。
四
周
単
辺

(二
〇

・
九

×

一
四

・
○
セ
ン
チ
)
、
本
文
毎
半
葉

一
〇
行
、
毎
行
二
〇
字
、
注
は

双
行
二
〇
字
、
紹
興
三
二
年
勅
命
毎
半
葉
五
行
、
毎
行

一
〇
字
。
有
界
。
版
心
は

白
口
、
黒
魚
尾
、
書
名

の

「
東
披
詩
集
」
、
巻
数
、
分
類
題
目
、
丁
数
を
記
す
。

封
面
に
は

「陳
明
卿
太
史
評
/
蘇
東
披
全
集
/
潜
確
居
蔵
版
」
と
刻
し
て
お
り
、

明
版
を
底
本
に
し
て
本
文
注
文
と
も
返
り
点
送
り
仮
名
を
付
し
て
刊
行
し
た
も
の

で
あ
る
。

香
色
表
紙

(
二
八

・
○
×

一
九

・
三
セ
ン
チ
)
に
は

「東
披
詩
集
」

の
刷
題
箋

を
付
す
。
四
針
眼
。
各
冊
見
返
し
に
明
治
時
代
の

「陽
/
明
/
蔵
」
の
朱
文
方
印
、

首
葉
に
京
都
大
学
収
蔵
時

の

「京
都
/
大
学
圖
/
書
之
印
」
「近
衛
本
」

の
朱
文

方
印
が
あ
る
。
書
入
れ
は
無
い
。

(六
)
四
河
入
海
二
五
巻

笑
雲
清
三
述

(陽
明
文
庫
蔵

一
〇
〇
冊
)

日
本

・
古
活
字
版
。
『増
刊
校
正
百
家
註
東
披
先
生
詩
』
本
文
に
禅
僧

に
よ
る

注
解
を
施
し
た
抄
物
。
四
周
単
辺

(二
二

・
○

×

一
六

・
五
セ
ン
チ
)、
本
文
毎

半
葉
九
行
、
毎
行

一
八
字
、
抄
は
漢
字
片
仮
名
、
毎
半
葉

一
七
行
、
毎
行

一
八
字
。

無
界
。
版
心
は
粗
黒
口
、
黒
魚
尾
。
書
名
、
巻
数
、
分
類
題
目
、
丁
数
を
記
す
。

巻
二
四
之

一
の

一
冊
を
欠
き
蓬
左
文
庫
本
影
印
に
て
補
う
。
巻
二

一
之
二
お
よ
び

巻
二
五
之
四
の
裏
表
紙
は
後
補
。
桐
箱
入
り
。

表
紙

(
二
八

・
○
×
二
〇

・
五
セ
ン
チ
)
は
栗
色
、

四
針
眼
。
「
四
河
入
海

幾
之
幾
」
と
打
付
け
が
き
。
各
冊
首
葉

に

「
近
衛
蔵
」
の
朱
文
長
方
印
、
及
び
明

治
時
代

の

「
陽
/
明
/
蔵
」

の
朱
文
方
印
が
あ
る
。
朱
の
断
句

・
朱
引
き
、
墨
で

返
点

・
付
訓
、
多
く
は
な
い
が
郭
外
上
頭
や
行
間
に
朱
墨
の
書
入
れ
を
施
す
。
笑

雲
清
三
自
筆
付
訓
等

の
転
写
を
重
ね
た
も
の
だ
が
、
陽
明
文
庫
所
蔵
本
に
は
精
粗
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が
あ
り
、
か

つ
多
く
な
い
。
巻
六
之
三

・
四
、
巻

=

之
三
～
巻

=
二
、
巻

一
五

以
下
は
巻

一
七
之
二
を
除
き
白
文
で
あ

る
。
ご
く
ま
れ
に
誤
植
の
訂
正
な
ど
自
筆

本

に
は
な
い
補
注
が
あ
る
。
書
入
れ
は
近
衛
家
以
外
の
複
数
の
人
物
の
手
に
よ
る
。

各
冊
首
葉
に

「近
衛
蔵
」
の
朱
文
方
印
、
明
治
時
代
の

「陽
/
明
/
蔵
」

の
朱
文

方
印
が
あ
る
。

(七
)
五
先
生
小
簡
不
分
巻

(陽
明
文
庫
蔵

一
冊
)

江
戸
初
期
紗
本
。
四
周
単
辺

(字
高

二

一
・
○

×

一
五

・
五
セ
ン
チ
)、
毎
半

葉

一
〇
行
、
毎
行
二
〇
字
。
胡
桃
色

の
表
紙

(二
六

・
六

×
二
〇

・
三
セ
ン
チ
)

に
雷
地
花
草
文
の
型
押
。
書
根
に

「小
/
簡
」
と
墨
書
す
る
。
明
治
時
代
の

「陽

/
明
/
蔵
」
の
朱
文
方
印
が
あ
る
。
朱

の
断
句

・
朱
引
き
。
墨
の
付
訓
。

「
東
披
先
生
蘇
公

(す
な
わ
ち
転
)
小
簡
」、
以
下
、
孫
仲
益
尚
書

(観
)、
盧

柳
南

(方
春
)
、
方
秋
崖

(岳
)
、
趙
清
畷
の
書
簡
を
収
録
す
る
。

(八
)
物
類
相
感
志

一
巻

(陽
明
文
庫
蔵

一
冊
)

日
本

の
元
禄
三

(
一
六
九
〇
)
年
、
京
都
林
九
兵
衛
版
行
。
四
周
単
辺

(
一
七

.

六

×

一
二

・
八

セ
ン
チ
)
、
毎
半
葉
九
行
、
毎
行

一
八
字
、
無
界
。
版
心
は
、
粗

黒
口
、
黒
魚
尾
、
書
名
、
丁
数
を
記
す
。
本
文

・
付
訓
と
も
整
版
。
表
紙

(二
二

・

四
×

一
五

・
九
セ
ン
チ
)
に

「東
披
物
類
相
感
志
」

の
刷
り
外
題
、
四
針
眼
。
著

者
を
蘇
輯
と
す
る
が
、
仮
託
で
あ
る
。

近
衛
家
煕
に
よ
る
朱
の
書
き
入
れ
が
、
首

葉
の
み
郭
外
上
頭
及
び
行
間
に
施
さ
れ
、
そ
の
内
容
は
和
名
や
注
で
、
整
版
の
付

訓
を
二
箇
所
訂
正
す
る
。
明
治
時
代

の

「
陽
/
明
/
蔵
」
の
朱
文
方
印
が
あ
る
。

(九
)
簗
城
集
五
〇
巻
、
後
集
二
四
巻
、
三
集

一
〇
巻

宋

・
蘇
轍
撰

(京
都
大

学
付
属
図
書
館
蔵

二
六
冊
)

蘇
輯

の
弟
蘇
轍
の
詩
文
集

で
あ
る
。
明

・
嘉
靖
二
〇
年
銅
活
字
本
。
四
周
単
辺

(
一
九

・
O

x

=
二
・
五
セ
ン
チ
)
、
毎
半
葉

一
〇
行
、
毎
行
二
〇
字
、
注
は
小
字

双
行
二
〇
字
、
有
界
。
版
心
は
、
白
口
、
白
魚
尾
、
書
名
、
巻
数
、
丁
数
を
記
す
。

近
衛
家

に
お
け
る
蘇
輯

の
詩
文

劉
大
誤
と
王
桁

の
序
は
左
右
双
辺
、
毎
半
葉
八
行
、
毎
行

一
七
字
、
有
界
、
白
口
、

黒
魚
尾
。
三
集
末
後
践
四
種
は
、
左
右
双
辺
、
毎
半
葉
八
行
、
毎
行

一
四
字
、
有

界
、
白
口
、
白
魚
尾
。
白
綿
紙
。
末

一
葉
裏
打
ち
の
補
修
を
施
す
。

表
紙

(二
七

・
○

×

一
七

・
三
セ
ン
チ
)
は
白
練
色
、
五
針
眼
。
「樂
城
集

幾
」

と
打
付
け
書
き
。
各
冊
首
葉

に

「
大
観
棲
蔵
書
」
「舎
情
/
齋
印
」
「粛
軒
」

の
白

文
方
印
、
他

一
種
朱
文
方
印
の
旧
蔵
者
蔵
書
印
あ
り
。
さ
ら
に

「陽
/
明
/
蔵
」

の
白
文
方
印
は
近
衛
家
煕
の
収
蔵
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
明
治
時
代

の

「陽
/
明

/
蔵
」
の
朱
文
方
印
、
京
都
大
学
収
蔵
時

の

「
京
都
/
大
学
圖
/
書
之
印
」
「近

衛
本
」
の
朱
文
方
印
が
あ
る
。

二
種
の
序
に
朱
引
き
、
朱
の
断
句

・
傍
点
。
本
文
巻

一
～

一
五

・
後
集
巻
四

.

三
集
巻

一
に
は
朱
墨
の
断
句

・
朱
引
き
、
朱

で
押
韻

の
韻
目
を
書
き
入
れ
。
さ
ら

に
墨
で
返
点

・
付
訓
、
郭
外
に
細
字

の
書
入
れ
を
施
す
。
書
入
れ
は
複
数
の
手
に

よ
る
。
書
入
れ
は
巻
二
～

一
二
に
多
く
、
「
凋
説

一こ

の
注
解

・
音
注

・
語
注
を

記
す
。
書
根

に

「樂
」
及
び
巻
数
を
墨
書
す
る
。

二
、
近
衛
家
に
お
け
る
蘇
執
受
容

近
衛
家
に
収
蔵
さ
れ
た
蘇
輯
に
関
係
す
る
こ
れ
ら
の
詩
文
集
を
、
誰
が
ど
の
よ

う
に
読
ん
だ
の
か
、
以
下
で
は
当
主
ご
と
に
、
漢
学

へ
の
関
心
を
含
め
て
み
て
み

よ
う
。(

一
)
近
衛
政
家

(
一
四
四
四
-

一
五
〇
五
)

近
衛
政
家
は
第

=
二
代
当
主
で
、
文
明

=

(
一
四
七
九
)
年
関
白
と
な
り
、

長
享
二

(
一
四
八
八
)
年
太
政
大
臣
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
室
町
時
代
、
第
九
代
将
軍

足
利
義
尚
の
頃
で
あ
る
。
室
町
時
代
中
期
頃
か
ら
は
、
禅
僧
に
よ
る
蘇
輯
、
黄
庭

堅
、
『
三
体
詩
』
や

『
古
文
真
宝
』
の
講
釈
が
盛
行
し
、
公
家
社
会
に
も
波
及
し

た
。
従
来
の
公
家
の
文
学
は
、
和
歌
を
中
心
と
し
、
『文
選
』
『
白
氏
文
集
』
を
除

け
ば
漢
文
学
に
対
す
る
知
識
は
多
く
は
な
か

っ
た
。
し
た
が

っ
て
こ
の
時
期
は
、
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近
衛
家
に
お
け
る
蘇
輯

の
詩
文

日
本

の
文
学
と
漢
文
学

の
融
合
が
顕
著

で
あ
る
と
さ
れ
る
。
政
家
は
、
少
な
く
と

も
二
度
自
邸
で
蘇
輯

の
詩

の
講
釈
を
聞

い
て
い
る
。
文
明

=
二

(
一
四
八

一
)
年

八
月
か
ら
翌
年
三
月
に
か
け
て
要
西
堂
と
い
う
僧
侶
に
、
ま
た
明
応
四

(
一
四
九

五
)
年
二
月
に
は
堤
西
堂

に
講
義
さ
せ
、
多
く
の
公
卿
が
こ
れ
を
聴
講
し
た
。
政

家
に
直
接
関
わ
る
蘇
輯
の
詩
文
集
は
な

い
が
、
近
衛
家
に
お
け
る
蘇
輯
の
受
容
は
、

こ
の
会
が
契
機
と
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

の
ぶ
た
だ

(二
)
近
衛
信
サ

(
一
五
六
五
-

一
六

一
四
)

先
に
紹
介
し
た
書
籍
を
収
集
し
た
当
主
と
し
て
確
認
で
き
る
最
も
早
い
人
物
は
、

第

一
七
代
当
主
近
衛
信
ヂ
で
あ
る
。
信

サ
と
彼
の
後
を
継
い
だ
信
尋

(後
陽
成
天

皇
と
信
弄
の
妹
と
の
間
に
生
ま
れ
た
子
、

一
五
九
九
ー

一
六
四
九
)
は
当
時
の
公

家
社
会

の
中
心
人
物
と
言
え
る
。

一
ー

(
一
)
『
王
状
元
集
百
家
註
分
類
東
披
先

生
詩
』
に

「天
正
十
三
年

内
大
臣

信
輔
」
の
識
語
を
書
い
た
の
は
信
サ
で
あ

る
。
幼
名
は
明
丸
、
天
正
五
年
八
月
に
元
服
し
て
信
基
、
天
正

一
〇
年
に
信
輔
、

さ
ら
に
慶
長
年
間
に
信
サ
と
改
名
し
た
。
以
下
で
は
信
サ
と
表
記
す
る
。
書
入
れ

の
天
正

=
二

(
一
五
八
五
)
年
は
三
月

一
〇
日
に
左
大
臣
に
転
じ
て
お
り
、
巻
四

末

の
書
入
れ
は
、
こ
の
日
以
前
に
記
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

天
正
年
間
は
、
戦
国
時
代
の
幕
を
閉
じ
た
織
田
信
長
、
そ
の
後
を
継
い
だ
豊
臣

秀
吉

の
活
躍
し
た
時
代

で
、
信
サ
は
そ

の
影
響
を
強
く
被

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
書

入
れ
の
天
正

=
二
年
、
秀
吉
は
権
大
納
言
か
ら
内
大
臣
に
昇
り
、
さ
ら
に
左
大
臣

を
希
望
し
た
。
こ
れ
に
連
動
し
て
信
サ
は
右
大
臣
か
ら
左
大
臣

へ
、
そ
し
て
天
正

=
二
年
五
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
関
白

の
二
条
昭
実
と
そ
の
座
を
め
ぐ

っ
て

「関

白
相
論
」

の
論
争
を
繰
り
広
げ
た
。
し
か
し
そ
の
結
果
、
調
停
す
る
と
称
し
て
自

ら
申
し
出
た
秀
吉
が
関
白
に
就
任
し
た
。
こ
の

一
連

の
で
き
ご
と
の
発
端
は
、
天

正

一
二
年

一
二
月
、

一
条
内
基
の
関
白

・
左
大
臣
辞
任
に
あ
る
。
信
サ
は
、
こ
の

あ
わ
た
だ
し
い
生
涯
の
転
機
に
、
蘇
輯

の
詩
集
を
読
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
そ
の
後
信
ヂ
は
、
秀
吉
に
疎
ま
れ
、
後
陽
成
天
皇
の
勅
勘
を
被

っ
て
薩

摩
の
く
に
坊
津
に
流
罪
と
な
っ
た
。
彼
は
そ
こ
で
坊
津
八
景
の
詩
を
作

っ
て
い
み
。

日
本
の
南
端
に
流
罪
と
な

っ
て
な
お
当
地
を
漢
詩

に
詠
じ
た
彼
の
運
命
と
強
靱
な

精
神
と
は
、
中
国
南
端
の
海
南
島
に
流
罪
と
な

っ
て
陶
淵
明
に
和
し
て
詩
を
連
作

し
た
蘇
転
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。
許
さ
れ
て
帰
京
し
た
信
サ
が
関
白
に
な
っ
た
の
は
、

徳
川
幕
府
に
変
わ

っ
て
か
ら
の
慶
長

一
〇

(
一
六
〇
五
)
年
で
あ
る
。

信
サ
は
和
歌

・
連
歌
に
秀
で
、
能
書
家
と
し
て
知
ら
れ
る
。
彼
の
書
は
、
法
号

さ
ん
み
ゃ
く
い
ん

に
よ

っ
て
三
貌
院
流
と
呼
ば
れ
る
。
力
強
く
闊
達
自
在
な
そ
の
書
風
は
、
坊
津
配

流
を
境
に
生
み
出
さ
れ
た
。
黄
庭
堅
の
影
響
も
受
け
た
と
言
わ
れ
る
。
当
然
、
北

宋
三
筆

の
ひ
と
り
蘇
転
の
書
も
学
ん
だ
と
考
え
て
よ
く
、
彼
の
書

の
風
格
に
蘇
輯

の
精
神

の
反
映
を
見
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
1

(
二
)
『東
披
先
生
詩
』、

一
1

(七
)
『
五
先
生
小
簡
』

の
紗
写
は
慶
長

年
間

(
一
五
九
六
ー

一
六

一
四
)
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
砂
本
は
信
サ
の
書
写
で
は

な
い
が
、
「
近
衛
蔵
」

の
朱
文
長
方
印
も
あ
り
、
彼

の
在
世
中
に
収
蔵
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
慶
長
年
間
は
、
長

い
戦
乱

の
後

の
文
芸
復
興
期
で
あ
る
。
後
陽
成

天
皇
や
徳
川
家
康
が
木
活
字
を
用
い
た
出
版
事
業
を
行
い
、
漢
籍
で
は

『
四
書
』

や

『古
文
孝
経
』
『
貞
観
政
要
』
『周
易
』
な
ど
を
出
版
し
た
。

一
1

(六
)
『
四

河
入
海
』
も
そ
の
ひ
と

つ
で
、
鎌
倉

・
室
町
時
代

の
披
詩
注
釈
四
種
を
集
大
成
し

た
書
物

で
あ
る
。
『
四
河
入
海
』
に
も

『王
状
元
集
百
家
註
分
類
東
披
先
生
詩
』

に
も
多
く
の
書
入
れ
が
施
さ
れ
る
が
、
大
部
分
は
信
サ
の
筆

で
は
な
い
。
信
サ
は

禅
僧
の
書
入
れ
や
抄
物
を
読
ん
で
自
学
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
陽
明
文
庫
に
は

「近
代
十
三
経
正
義
次
第
」

の
外
題
を
持

つ
六
丁
の
和

綴
じ
横
長
の
文
書
が
あ
る
。
第
三
丁
に
白
紙
を
挟
み
、
二
丁
ま
で
に
漢
籍
の
、
四

丁
以
後
に
は
和
書
の
書
名
が
、
信
サ
の
手
に
よ

っ
て
記
さ
れ
て
い
る
。
筆
跡
は
坊

津
配
流
以
前
の
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
も

「東
披
」
の
文
字
が
見
え
る
。
信
ヂ
の

関
心
を
示
す
資
料
と
し
て
、
以
下
に
漢
籍
部
分
を
示
す
。
「

は
行
頭
を
、

〔

〕

は
筆
者

の
補
足
、
?
は
仮
の
翻
字
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

〔
一
丁
表
〕

「近
代
十
三
経
正
義
次
第

「
孝
経

論
語

孟
子

「
爾

雅

周
易

尚
書

「毛
詩

左
伝

公
羊
伝

「穀
梁
伝

周
礼

儀
礼

「
礼
記

「上
古
者
荘
老

ヲ
入
テ
孝
爾
ヲ
不
入

「史
記

西
漢

東
漢

「資
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治
通
鑑

釈
氏
≧
≧

三
国
志

「方
輿
勝
覧

新
書

国
語

「准
南
子

貞

観
政
要

事
文
類
集

〔
一
丁
裏
〕

「百
川
学
海

列
女

伝

文
選

「
翰
墨
全
書

荘
子

漢
玉

篇

「帝
軌

臣
軌

列
子

「
十
八
史
略

十
七
〉
㌧〉
・

十
九
≧
≧

「老

子

光
明
蔵

性
理
大
全

「広
韻

韻
会

韻
府

「
太
宗
記

江
湖
集

詩

苑

「傅
子

洪
氏
玉
韻

孫
卿

「千
字
文

蒙
求

胡
曽
詩

「塙
識

讃

文
論

顔
子

「
代
要
論

上
略

〔二
丁
表
〕

「汝
術
事
銘

要
覧

葛
氏

「
応
祝

韓
詩
外
伝

孝
子
伝

「天
下
白

玉
海

押
韻

「詩
人

玉
屑

詩
学
大
成

続
〉
・〉
・

「詩
学
集

成

詩
格

氏
族
排
韻

「杜
工
部

東
披

山
谷

「李
白

白
氏
文
集

昌

黎
文
集

「柳
文

三
体
詩

五
音
集
韻

「
海
篇
直
音

礼
部
韻

台
譜

「
要
覧

野
録

万
宝
詩
山

「残
義
兵
融

楊
誠
斎

楊
子
法
言

〔二
丁
裏
〕

「欧
蘇
手
簡

「唐
史

「源
遠
至
論

「古
文
真
宝

暁
風

集

帳
中
香

〔墨
の
界
線
あ
り
〕

「六
輻

三
略

司
馬
法

「孫
子

太

宗
問
答

呂
子

「尉
績
子

大
学

中
庸

「
聡
芳
集

閑
居
編

家
語

「紫
微
通
鑑

詩
人
で
は
唐

の
李
白
と
杜
甫
、
宋

の
蘇
輯
と
黄
庭
堅
、
楊
萬
里
が
記
さ
れ
、
別

集
で
は
唐
の
白
居
易
と
韓
愈
、
柳
宗
元

が
見
え
る
。
『
三
体
詩
』
『
古
文
真
宝
』
に

つ
い
て
は
信
サ
の
聞
書
き
も
残
る
。
蘇
執

に
関
し
て
言
え
ば
、
そ
の
作
品
が
収
録

さ
れ
る

『古
文
真
宝
』
の
ほ
か
、
『
欧
蘇
手
簡
』
が
見
え
る
。

一
ー

(七
)
『五
先

生
小
簡
』
に
も
蘇
転
が
冒
頭
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
書
簡
作
成
の
参
考
と
し
た
も

の
だ
ろ
う
か
。
信
サ
は
比
較
的
若
い
こ
ろ
か
ら
蘇
輯

の
詩
文
を
愛
好
し
て
い
た
の

で
あ
り
、
そ
の
影
響
は
強
い
も
の
が
あ

る
と
い
え
よ
う
。

(三
)
近
衛
基
煕

(
一
六
四
八
-

一
七
二
二
)

第
二
〇
代
当
主

で
あ
り
、
延
宝
五

(
一
六
七
七
)
年
左
大
臣
に
、

ま
た
元
禄

三

(
一
六
九
〇
)
年
に
関
白
と
な

っ
た
。

一
1

(五
)
『東
披
先
生
詩
集
』

は
、

出
版
の
明
暦
三

(
一
六
五
七
)
年
に
は
、
基
煕
の
父
尚
嗣
は
す
で
に
死
去
し
て
お

近
衛
家
に
お
け
る
蘇
拭
の
詩
文

り
、
次
の
当
主
家
煕
の
白
文
方
印

「
陽
/
明
/
蔵
」
の
収
蔵
印
も
な
い
の
で
、
基

煕
が
収
蔵
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
四
代
将
軍
徳
川
家
綱
の
時
代
、
政
治
は
安
定

し
、
大
阪

・
京
都
を
中
心
と
し
て
都
市

の
民
衆
の
文
化
が
花
開
い
た
。
幕
府
は
朱

子
学
を
広
あ
、
庶
民

に
も
教
育
が
広
が

っ
て
い

っ
た
。
『
東
披
先
生
詩
集
』
が
、

本
文
に
も
注
に
も
訓
読
を
付
す
の
は
、

こ
の
よ
う
な
教
育
の
場

で
用
い
る
の
に
便

利
だ

っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
『東
披
先
生
詩
集
』
の
出
版
者

は
二
代
目
林
和
泉
縁
、

出
雲
寺
時
元
で
あ
る
。
初
代

の
元
真
が
勅
許
に
よ
り
和
泉
檬
を
名
乗
り
、
朝
廷

へ

出
入
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
公
家
も
大
切
な
顧
客
で
あ
り
、

基
煕
の
も
と
へ
も
二
代
目
が
直
接
持
ち
込
ん
だ
も
の
だ
ろ
う
。
な
お
、
家
煕
以
前

に
用
い
ら
れ
た
朱
文
方
印

「近
衛
蔵
」
の
蔵
書
印
の
な
い

一
1

(四
)
『
東
披
集

選
』
も
彼

の
購
入
に
か
か
る
か
と
思
わ
れ
る
。

(四
)
近
衛
家
煕

(
一
六
六
七
-

一
七
三
六
)

第
二

一
代
当
主
。
宝
永
四

(
一
七
〇
七
)
年
関
白
、
六

(
一
七
〇
九
)
年
摂
政
、

七

(
一
七

一
〇
)
年
太
政
大
臣
と
官
位
を
進
め
、
享
保

一
〇

(
一
七
二
五
)
年
落

飾
し
予
楽
院
真
覚
虚
舟
と
号
し
た
。

一
ー

(
三
)
『東
披
先
生
全
集
』
及
び

一
1

(九
)
『
簗
城
集
』
に
は
彼

の
蔵
書
印

「
陽
/
明
/
蔵
」
の
白
文
方
印
が
あ
る
。
ま

た

一
ー

(八
)
『
物
類
相
感
志
』
に
は
蔵
書
印
は
な
い
が
、
家
煕
の
手
に
よ
る
書

入
れ
が
あ
る
。

何
事
に
つ
け
根
源
を
追
求
す
る
学
究
的
資
質
か
ら
、
家
煕
は
諸
芸
に
卓
抜
し
た

成
果
を
あ
げ
た
。
書
と
茶
で
は
当
代
第

一
と
な
り
、
書
の
名
跡
を
集
帖
し
た

『
大

手
鑑
』
は
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
漢
籍
で
は
、
「
大
唐
六
典
」

に
校
訂
を
施

し
、
没
後

『考
訂
大
唐
六
典
』
と
し
て
出
版
さ
れ
、
今
な
お
そ
の
価
値
を
失
わ
な

圃
。
現
在
陽
明
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
る
資
料

の
過
半
数
が
家
煕
と
関
わ
り
が
あ
る
と

言
わ
れ
、
漢
籍
も
そ
の
大
部
分
は
彼
が
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
彼

の
鑑
識
眼
は

高
く
、
元
版

『
湖
海
新
聞
夷
堅
続
志
』
、
明
内
府
旧
蔵

『
文
献
通
考
』、
朝
鮮
版

『漂
海
録
』
な
ど
善
本
を
購
入
し
て
お
り
、
特

に
明
律
方
面
に
は

『
大
明
律
例
註

釈
招
擬
折
獄
指
南
』
『
皇
明
詔
制
』
な
ど
、
伝
本
の
少
な
い
も
の
も
多
い
。
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近
衛
家
に
お
け
る
蘇
輯
の
詩
文

家

煕

の
侍

医

で
も

あ

る

山

科

道

安

は
、

家

煕

の
も

と

に
親

し

く

出

入

り

し
、

享

保

九

(
一
七

二

四
)

年

か

ら

一
二

年

間

、

サ

ロ

ン
で

の
出

来

事

や
家

煕

の
発

言

を

『
椀

記

』

に
綴

っ
た

。

そ

の
中

に
、

蘇

輯

の
名

が

三

回
、

蘇

轍

が

一
回

現

れ

る

。

蘇

輯

へ

の
言

及

の
初

出

は
、

享

保

一
〇

(
一
七

二

五

)

年

五

月

一
七

日
、

「
八

景

」

の
出

処

を

尋

ね

ら

れ

て
、

『
大

明

一
統

志

』

だ

と
答

え

る

条

中

に
、

世

間

二
流

布

セ

ル
、

玉

澗

ガ

八

景

ト
云

フ
モ

ノ

ハ
、

断

テ
出

処

ナ

シ
。

世

二

云

伝

ル
、

東

山

ノ
義

教

、

此

八

景

ノ
画

賛

ア
リ

ケ

ル

ヨ

リ

シ

テ
、

世

ニ
モ

テ

ハ
ヤ

ス
。

コ

レ

ヲ
西

湖

ノ
八

景

ト
云

。

然

レ

ド

モ
外

二
出

所

ナ

シ
。

東

披

八

景

ノ
詩

ア

リ

ト
云

人

ア

レ
ド

モ
、

未

見
。

と

発

言

し

て

い

る
。

二
度

目

は

、

同

年

九

月

二
八

日
夜

、

江

戸

か

ら
流

行

し

て
き

た

「
似

タ
物

揃

、

シ

レ

ヌ

モ

ノ
揃

」

の
話

題

に
、

此

コ
ト

ハ
、

日
本

ニ
テ
仕

ダ

シ
タ

ル

コ
ト

ニ
ア

ラ
ズ
、

漢

ニ
モ
出

タ

リ

。

東

披

山

谷

、

ナ

ド
ガ

作

二
、

甚

ヨ
ク

云

オ

ホ

セ

ル

ア
リ
。

近

日
抜

出

シ

テ
、

御

見

セ

ア

ル

ベ

シ

ト
仰

ラ

ル
。

説

郭

、

青

山

雑

纂

続

集

、

と

言

い

つ
け

て

い

る
。

ま

た

、

享

保

一
四

(
一
七

二
九

)

年

八

月

二

四

日
、

「
硯

屏

」

の

こ

と

は

古

い

詩

文

に

あ

る

の

で

は
な

い

か

と

の
質

問

に
、

硯

屏

ハ
東

披

ヨ
リ
何

誰

ニ
ヤ

ラ

ン
贈

タ

ル
ガ
初

ナ

リ

ト
、

覚

エ
タ

リ

ト

テ
御

考

ナ

サ

ル
、

洞

天

清

禄

二
、

硯
屏

ノ
始

リ

シ

コ
ト

ヲ
記

シ
タ

リ

、

是

ノ

ミ

ナ

ラ

ズ

東

披

ヨ
リ
山

谷

二
贈

タ

リ

ト

ヤ

ラ

ン
、

山

谷

ヨ
リ
東

披

へ
贈

リ

タ

ル

ヤ

ラ

ン

ノ
詩

ア

リ

ト
覚

タ

リ
、

考

ヨ
ト
仰

ニ

テ
、

内

府

公

ニ
モ
、

拙

モ

ト

モ

ニ

彼

是

ト
考

ル
中

二
、

円

機

活

法

ノ
硯

ノ
次

二
硯

屏

ヲ
出

シ

テ
、

蘇

輯

ノ
五

言

絶

句

ヲ
載

セ

タ

リ
、

サ

ラ

バ
ト

テ
、

蘇

文
忠

公
全

集

ヲ
考

合

サ

セ

ラ

ル

ル

ニ
、

ア

リ

ア
リ

ト

東

披

ヨ
リ
萢

文

公

へ
、

硯

屏

ヲ
贈

リ

シ
詩

ヲ
載

テ
、

活

法

ノ
詩

ト
同

ジ

、

併

シ
カ

レ

ハ
古

風

ノ
長

篇

タ

リ
、

活

法

ニ

ハ

ソ

ノ
中

四
句

ノ
ミ

ヲ

切

テ

ノ

セ

タ

リ
、

是

ニ
テ
活

法

ナ

ド
、

凡

テ
雑

書

ノ
頼

ミ

ニ
ナ

ラ

ヌ

コ
ト

ヲ

可

知

、

他

所

ヲ
此

書

二
用

タ

ル

コ
ト

ヲ
、

本

文

ナ

シ

ニ
引

キ

用

ル

ハ

ア
ブ

ナ

キ

コ
ト
ナ
リ
ト
仰
ラ
ル
、

と
述
べ
て
い
る
。
本
条
に
い
う

『
蘇
文
忠
公
全
集
』
は

一
ー

(三
)
『
東
披
先
生

全
集
』
で
あ
ろ
う
。

そ
の
ほ
か
、
同
年

一
二
月
二

一
日
に
は
、

今
日
蘇
子
由

(轍
)
ガ
簗
城
集

〔五
十
巻
、
廿
五
冊
、
〕
ヲ
持
来
レ
リ
、
世

二
珍
シ
キ
モ
ノ
＼
由
、
百
拙
モ
終

二
不
見
ト
申
ス
、
堀
七
大
夫

ハ
書
写

シ
タ

リ
ト
承
ル
ト
申
ス
、
召
上
ラ
レ
タ
リ
ト
テ
御
見
セ
ナ
サ
ル
、
又
百
拙
ガ
執
次

ニ
テ
典
籍
便
覧

ヲ

〔堀
正
脩
ガ
本

ナ
リ
、
〕
御
カ
リ
ア
ソ
バ
シ
テ
御
覧
ア
ル

間

二
御
重
宝

ノ
コ
ト
ア
リ
ト
テ
御
見
セ
ナ
サ
ル
、
殊
勝
ノ
明
朝
本
ナ
リ
、
物

二
引

テ
ハ
ア
リ
、
終

二
如
此

ノ
本
書

ハ
御
覧
ナ
サ
レ
ズ
ト
仰
ラ
ル
、

の
記
事
が
あ
る
。

〔
〕
内
は
原
注
。

一
ー

(九
)

の
明
の
銅
活
字
本

『
樂
城
集
』

は

「殊
勝

ノ
明
朝
本
」
と
の
評
価
に
ふ
さ
わ
し
い
。

こ
の
時
買
い
入
れ
た
も
の
と

し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

右
の
諸
条
を
み
る
と
、
家
煕
に
と

っ
て
は
蘇
転

の
作
品
は
作
詩
の
手
本
で
は
な

か

っ
た
よ
う
だ
。
蘇
輯
は
政
治
家
と
し
て
も
文
学
者
と
し
て
も
有
名
だ
が
、
書
画

や
音
楽
を
は
じ
め
食
事
に
さ
え
も
旺
盛
な
好
奇
心
を
抱
き
、
多
く
の
詩
文
を
残
し

た
。

一
i

(八
)
『物
類
相
感
志
』
に
蘇
輯
の
名
を
冠
す
る
の
も
こ
う
し
た
面
を

反
映
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
家
煕
は
、
『物
類
相
感
志
』
に
、
漢
語
で
記
さ
れ
た
物

の
和
名
を
朱
書
す
る
ほ
か
、
博
物
学
的
な
記
述
も
残
し
て
い
る
。
た
と
え
ば

「轍

横
」
に
は
右
に

「
カ
ン
ラ
ン
」
と
音
を
朱
書
し
、
左
に
も
朱
で

「
有
景
、
色
青
、

唐

ヨ
リ
渡

ル
、
和
名
不
知
」
と
記
す
。
ま
た

「　
鞄
見
酒
騎
駝
見
柳
」
に
は

「　

粗
人
化
国
見
酒
腰
不
立
、
駆
駝

ハ
上

ノ
文
ト
同
意
」
と
朱
書
す
る
な
ど
、
異
国
の

風
物
に
興
味
を
感
じ
た
よ
う
で
あ
る
。
『椀
記
』

で
は
享
保

一
二

(
一
七
二
七
)

年
四
月
二
三
日
に

「医
書

二
、
龍
骨
ト
云
モ
ノ
ァ
リ
、
何
物
ゾ
」
と
尋
ね
ら
れ
た

こ
と
か
ら
問
答
が
あ
り
、
二
六
日
夜
参
上
し
た
折
に
は
、
「龍
易
骨
、
號
珀
吸
塵

ノ
説
」
を
摘
録
し
て
道
安
に
下
さ
れ
た
と
の
記
事
が
見
え
る
。

龍
易
骨
、
蛇
易
皮
、
藁
易
角
、
蟹
易
蟄
、
造
化
権
輿
、
〔潜
確
類
書
〕

磁
石
引
針
、
號
珀
拾
塵
、
〔物
類
相
感
志
〕
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の
二
条
が
そ
の
摘
録

で
あ
る
。
蘇
輯
の
詩
文
は
、

と
知
識
を
も
た
ら
し
た
よ
う
で
あ
る
。

博
学
の
家
煕
に
も
様
々
な
刺
激

近
衛
家
の
人
々
が
ど
の
よ
う
に
蘇
輯
を
読
ん
だ
の
か
を
、
以
上
に
概
観
し
た
。

陽
明
文
庫
に
は
ほ
か
に
蘇
転
詩
の
聞
書

な
ど
の
断
片
的
な
資
料
が
存
在
す
る
と
い

う
。
し
か
し
、
二
〇
万
点
に
及
ぶ
と
言

わ
れ
る
古
記
録
や
文
書
の
類

の
全
貌
は
い

ま
だ
に
明
ら
か
で
な
い
。
こ
こ
で
は
、
蘇
輯
の
詩
文
集
を
例
と
し
て
、
そ
の
受
容

の
様
子
を
述

べ
た
。

蘇
転
に
代
表
さ
れ
る
宋
詩
は
、
日
本

で
は
鎌
倉
室
町
五
山
の
禅
林
を
皮
切
り
に

長
ら
く
流
行
し
た
が
、
江
戸
に
お
い
て
荻
生
狙
来
ら
護
園
学
派
が
李
墓
龍
を
尊
崇

し
、
享
保
九
年
、
服
部
南
郭
が

『唐
詩

選
』
を
刊
行
し
た
の
を
契
機
に
、
宋
詩
に

変
わ

っ
て
唐
詩

・
明
詩
が
流
行
す
る

こ
と
と
な

っ
た
。
本
稿
に
と
り
あ
げ
た
四
人

の
当
主
は
室
町
時
代
中
期
か
ら
江
戸
時
代
中
期
ま
で
、
ち
ょ
う
ど
宋
詩
流
行
の
時

期
に
あ
た
る
人
々
で
あ
り
、
時
代
の
趨
勢
の
な
か
に
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
た
だ
、

日
本
文
化
の
体
現
者

で
あ
る
べ
く
生
ま
れ
た
近
衛
家
当
主
は
、

一
時

の
流
行

に
止

ま
ら
ず
、
ま
た
禅
僧
や
護
園
学
派
の
人

々
が
自
ら
の
作
詩
の
た
め
に
蘇
輯
詩
や

『唐
詩
選
』
を
読
ん
だ
の
と
も
立
場
を
異
に
し
、
教
養
の
基
礎
と
し
て
蘇
輯

の
詩

文
を
必
要
と
し
た
と
言
え
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
結
果
、
蘇
載

の
学
才

の
大
き
さ
を
、
禅
僧
と
は
違
う
立
場

で
発
見
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

1

芳
賀
幸
四
郎

『近
世
文
化
の
形
成
と
伝
統
』
所
収

「近
世
文
化
の
形
成
と
伝

統
」
「光
悦
の
芸
術
と
そ
の
基
盤
」

思
文
閣
出
版
、
昭
和
五
六
年

2

道
元
著

・
中
村
宗

一
他
訳

『
全
訳
正
法
眼
蔵
』
誠
信
書
房
、
昭
和
四
六
年

に

よ
る
。

3

芳
賀
幸
四
郎

『東
山
文
化
の
研
究

(上
)』
第

一
篇
、
「五
山
禅
僧

の
教
養
と

世
界
観
」
第
二
章
、
五

「詩
集

・
文
集

・
詩
話
」
思
文
閣
出
版
、
昭
和
五
六
年

4

祝
尚
書

『宋
人
別
集
叙
録
』
巻
九

「王
状
元
集
百
家
注
分
類
東
披
先
生
詩
」
、

中
華
書
局
、

一
九
九
九
年

近
衛
家
に
お
け
る
蘇
転
の
詩
文

5

注
4
に
同
じ

6

『王
状
元
集
百
家
註
分
類
東
披
先
生
詩
』
は
書
名
が
示
す
と
お
り
、
主
題
別

に
分
類
さ
れ
た
詩
集

で
、
巻

一
は

「紀
行
」
、
以
下

「述
懐
」
「詠
史
」
「懐
古
」

「
古
跡
」
「時
事
」
、
建
築
物
が
続
き
、
巻
四
は

「城
郭
」
「壁
鳩
」
「田
圃
」
「宗

族
」
「
婦
女
」
「仙
道
」
「釈
老
上
」
、
巻
五
は

「
釈
老
下
」
「
寺
観
」
、
巻
六
は

「
塔
」
「節
序
」
「夢
」
「月
」

で
あ
る
。

7

阿
部
隆

一
『増
訂
中
国
訪
書
誌
』
第

一
篇

「中
華
民
国
国
立
故
宮
博
物
館
藏

楊
氏
観
海
堂
善
本
解
題
」
汲
古
書
院
、

一
九
八
三
年
。
明
末
に
は
明
萬
暦
三
四

(
一
六
〇
六
)
年
茅
維
刊
本
が
幾
種
か
翻
刻
さ
れ
た
。

8

盟
冤
良

『中
国
古
籍
版
刻
辞
典
』
「宝
翰
楼
」
斉
魯
書
社
、

一
九
九
九
年

9

劉
尚
栄

『
蘇
輯
著
作
版
本
論
叢
』
明
版
蘇
輯
文
集
選
本
考
述

コ

、
総
合
性

選
本
簡
介
」

一
〇

『東
披
集
選
』
五
〇
巻
、
巴
蜀
書
社
、

一
九
八
八
年

10

前
掲

『
宋
人
別
集
叙
録
』
巻
九
参
照
。

11

前
掲

『蘇
輯
著
作
版
本
論
叢
』
明
版
蘇
輯
文
集
選
本
考
述

「
四
、
偽
作
小
考
」

12

前
掲

『宋
人
別
集
叙
録
』
巻

一
〇

13

芳
賀
幸
四
郎

『中
世
文
化
と
そ
の
基
盤
』
所
収

「東
山
文
化
」
「
大
陸
文
化

へ
の
あ
こ
が
れ
と
王
朝
文
化

へ
の
郷
愁
」
思
文
閣
出
版
、
昭
和
五
六
年

14

注
10
。
ま
た
前
掲

『東
山
文
化
の
研
究

(上
)』
第

一
篇
、
「公
家

の
教
養
と

世
界
観
」
四

「詩
集

・
文
集
」
思
文
閣
出
版
、
昭
和
五
六
年

15

前
田
多
美
子

『
三
貌
院

近
衛
信
サ
』
思
文
閣
出
版
、
平
成

一
八
年
。
ま
た

本
書
に
よ
れ
ば
、
信
サ
へ
の
改
名
申
請
は
慶
長
二
年
、
慶
長
四
年
以
後
は
詠
草

な
ど
に
信
ヂ
と
署
名
し
て
い
る
。

16

『公
家
補
任
』
「正
親
町
天
皇

(天
正

一
二
年
ー

=
二
年
)
」
に
よ
る
。

17

『鹿
児
島
大
学
附
属
図
書
館
貴
重
書
公
開

江
戸
の
眼
神

薩
摩
の
名
所
図

絵
展
図
録
』
第

一
部

「
鹿
児
島
八
景
」
、
高
津
孝
解
説
、
二
〇
〇
〇
年
。
な
お

信
サ
は
、
中
国
に
お
け
る
瀟
湘
八
景
に
な
ら

っ
て
近
江
八
景
に
始
ま
る
日
本

の

八
景
詩
の
伝
統
を
開
い
た
と
い
う
点

で
も
漢
文
学
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
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近
衛
家
に
お
け
る
蘇
転

の
詩
文

18

別
冊
太
陽
愛
蔵
版

『書
道

人
と
名
品
』
堀
江
知
彦
撰

「能
書
三
十
家
」
上

代
と
唐
様

「第
二
章

能
書
家
列
伝
」
平
凡
社
、

一
九
七
九
年

19

陽
明
文
庫

「
信
サ
公
御
筆
聞
書

」

(四
九
〇

一
五
～
四
九
〇
三

一
)

に
は

「
韓
文
」
と

コ
ニ
体
詩
」
の
聞
書
が
見
ら
れ
る
。

20

宗
政
五
十
緒

『近
世
京
都
出
版
文

化
の
研
究
』
同
朋
舎
出
版
、
昭
和
五
七
年

21

『
唐
六
典
』
(中
華
書
局
、

一
九
九

一
年
)
の
凡
例

で
は

「用
功
最
多
、
成

績
最
突
出
」
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

22

大
庭
脩

『
漢
籍
輸
入

の
文
化
史
』

(研
文
出
版
、

一
九
九
七
年
)
「八
、
将
軍

家
と
御
儒
者
衆
⊥
旱
保
前
半
」

に
よ
れ
ば
、
八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
は
明
清
の
法

律
を
喜
ん
だ
と
の
こ
と

で
あ
り
、
家

煕
も
そ
の
影
響
を
被

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
彼

の
研
究
は
、
平
安
貴
族
政
治

の
モ
デ
ル
と
な

っ
た

『
大
唐
六
典
』
に

向
か

っ
た
。

23

『椀
記
』

の
引
用
は
、
近
衛
家
煕
口
授
、
山
科
道
安
筆
記
、
佐
伯
太
注
釈

『
椀
記
注
釈
』
立
命
館
出
版
部
、

一
九
三
七
年
に
よ
る
。
ま
た
家
煕

の
漢
学
に

つ
い
て
は
、
拙
論

「『
椀
記
』
に
み
え
る
家
煕
公
の
読
書
生
活
」
(和
漢
比
較
文

学
第

一
号
、

一
九
八
五
年

一
〇
月
)

が
あ
る
。

24

張
心
激

『
偽
書
通
考
』
(商
務
印
書
館
、

一
九
三
九
年
)
子
部

「雑
家
」
に

は

「偽
題
撰
人
」
と
す
る
。

25

村
上
哲
見

『
漢
詩
と
日
本
人
』
講
談
社
、

一
九
九
四
年

中
村
幸
彦

「
京
学
の
唐
詩
選
」

(和
漢
比
較
文
学
叢
書
第
七
巻

『近
世
文
学

と
漢
文
学
』
汲
古
書
院
、
昭
和
六
三
年
)

本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た

っ
て
調
査
を
ご
許
可
く
だ
さ

っ
た
陽
明
文
庫

お
よ
び
京
都
大
学
中
央
図
書
館
に
感
謝
申
し
上
げ
、
ま
た
陽
明
文
庫
名

和
修
文
庫
長
に
多
く
の
ご
教
示
を
賜

っ
た
こ
と
を
記
し
て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

(本
学
准
教
授
)
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